
農
村
家
庭
の
家
事
螢
働
調
査
研
究

大
　
　
塚

内
　
　
　
山

と
　
　
　
L

え

登
　
　
美
　
　
子

蜴

　
一
、
ま
　
え
　
が
　
き

二
、
調
．
査
冒
的

ニ
ニ
か
調
査
，
方
法

、
四
、
調
査
対
象

五
喝
調
査
報
告

　
、
L
家
事
労
働
の
総
時
聞
，

　
2
．
家
事
労
働
と
そ
の
時
間
的
分
析

　
タ
家
族
別
家
事
労
働
の
時
間
的
分
析

　
4
家
事
労
働
の
内
容
ど
そ
の
担
当
者

　
5
休
養
と
生
活

　
6
・
育
児

．
六
竜
む
す
，
び

芯
ま

・
元

が

き

　
真
の
杜
会
建
講
の
為
に
家
庭
竜
家
族
生
活
の
科
学
的
研
究
が
盛
に
な
つ
て
い
る

事
実
を
み
の
が
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
家
庭
灸
家
族
が
時
間
的
に
も
塞
間

的
に
も
惇
そ
の
形
態
滝
機
能
に
於
て
、
十
態
万
様
と
も
云
え
各
ほ
ど
多
様
で
あ
り
、

そ
の
上
、
時
と
共
に
変
化
し
つ
∫
あ
る
。
従
つ
て
こ
れ
ど
科
学
的
研
究
の
対
象
と

，
し
て
、
一
定
の
法
則
を
ひ
き
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
◎
た
と
え
法
則
を
見
出
し

得
て
も
、
そ
れ
を
不
変
に
適
応
す
る
事
も
、
厳
密
な
意
味
に
於
て
不
可
能
で
あ
ろ

う
◎
　
・

　
家
政
学
は
こ
の
よ
う
に
複
雑
な
家
庭
芯
家
族
生
活
を
対
象
に
も
つ
も
の
で
あ
る
。

今
だ
家
政
学
は
学
間
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
現
状
の
今
日
、
家
政
学
の
立
場

も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
吾
々
は
そ
れ
を
、
よ
り
よ
い
家
庭
生
活
を
創
り
出
す

（
O
冨
邑
品
）
．
科
学
と
定
義
し
て
い
る
。
こ
の
立
場
か
ら
考
え
る
と
き
、
創
り
出

さ
れ
る
対
象
の
家
庭
生
活
と
そ
れ
を
創
り
出
す
主
体
と
が
間
題
に
な
る
。
し
か
も

そ
の
間
題
の
と
り
あ
げ
ら
れ
る
角
度
は
忠
「
生
活
」
と
い
う
場
か
ら
で
あ
る
。
従

来
、
家
政
科
は
女
子
の
特
殊
の
技
能
と
さ
れ
て
来
た
が
、
　
　
今
日
荷
こ
の
固
魎

な
思
想
は
ぬ
け
て
い
な
い
　
　
こ
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
家
庭
生
活
の
衣
食
住
、

看
護
、
育
兄
な
ど
、
こ
れ
ら
は
女
だ
け
が
習
得
し
、
生
活
す
れ
ば
よ
か
つ
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
よ
り
よ
い
家
庭
生
活
の
創
造
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
衣
食
住
な
ど

の
現
象
的
な
こ
と
を
特
定
な
人
間
だ
け
が
、
技
術
的
に
習
得
す
る
だ
け
で
は
現
実

不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
点
に
、
吾
々
は
今
日
建
設
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
家
政
学
の

根
本
間
題
が
あ
る
と
思
う
。
し
か
も
こ
の
間
題
は
単
に
家
政
学
の
内
の
問
題
で
は

な
ぐ
て
世
界
歴
奥
、
世
界
経
済
、
杜
会
機
構
、
・
性
間
題
等
の
人
類
の
根
源
問
題
と

直
緒
す
る
。
．
つ
吏
り
家
庭
生
活
は
世
界
と
の
構
造
関
連
に
あ
る
こ
と
が
、
家
政
学

sokyu



幽

が
今
日
、
学
と
し
て
蔵
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
理
由
が
あ
る
。
吾
々
の
家
政
学
に

於
て
は
、
よ
り
よ
い
家
庭
生
活
を
作
り
出
す
主
体
は
、
全
家
族
構
成
員
で
あ
る
。

特
に
女
だ
け
の
専
業
で
は
な
い
、
勿
論
、
こ
れ
は
資
任
の
量
的
な
分
配
だ
け
を
意

味
す
る
の
で
は
な
い
、
全
員
が
自
分
の
生
活
と
し
て
竜
分
に
応
じ
だ
責
任
を
家
庭

生
活
に
持
つ
事
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
家
庭
生
活
が
、
老
若
男
女
の
稿
補
的
な

存
在
で
あ
る
限
り
、
各
員
の
責
任
に
於
て
竜
よ
り
よ
い
家
庭
生
活
建
謀
に
参
与
す

べ
き
で
あ
る
。

　
か
よ
う
な
観
点
に
立
つ
て
、
吾
々
は
前
近
代
的
家
族
形
態
と
機
能
を
の
こ
す
農

村
家
庭
研
究
の
一
つ
の
手
懸
り
を
、
家
事
労
働
調
査
研
究
に
求
め
る
こ
と
に
し
た
。

今
日
為
日
本
の
描
額
農
業
の
い
き
る
遣
は
為
多
難
で
あ
り
、
こ
れ
に
伴
う
重
大
間

題
は
山
穣
し
て
い
る
。
因
襲
と
貧
と
不
衛
生
の
か
ら
み
合
の
な
か
で
、
い
か
に
不

合
理
な
人
間
麗
係
が
、
暗
序
の
絶
え
ざ
る
骨
肉
梱
殺
を
な
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ

う
㎎
こ
れ
ら
の
解
決
は
一
朝
に
し
て
は
不
可
能
で
あ
り
、
叉
そ
れ
が
、
だ
だ
科
学

的
研
究
に
よ
つ
て
の
み
さ
れ
る
も
の
で
も
な
い
。
杜
会
⑱
経
済
機
構
の
改
革
が
一

挙
に
解
法
す
る
も
の
さ
え
多
序
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
に
の
み
ま
つ
も
の
．

で
も
な
い
。
こ
て
に
吾
々
は
さ
さ
や
か
な
労
作
で
は
あ
る
が
、
本
題
目
を
研
究
の

手
懸
り
と
し
た
所
以
が
あ
る
。

二
、
調

査
　
目

的

　
家
事
労
働
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
生
活
設
計
上
の
基
礎
資
料
と
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
。
こ
の
調
査
を
計
画
し
た
。
こ
の
為
、
L
経
営
別
に
よ
る
家
事
労
働

配
分
の
変
化
ち
2
．
家
族
構
域
別
に
よ
る
家
事
労
働
配
分
の
状
態
、
王
時
期
別
に
よ

る
労
働
配
分
の
差
、
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
よ
つ
て
ご
の
調
査
ぼ
次
の
よ
う

に
隈
定
し
て
行
つ
た
◎

L
農
繁
期
の
家
事
労
働
を
対
象
と
す
る
。

z
三
才
以
下
の
乳
幼
児
の
あ
る
家
庭
の
家
事
労
働
と
す
る
。

　
こ
の
調
査
は
農
山
村
と
、
平
埋
部
の
中
間
地
域
で
農
村
と
し
て
代
表
的
地
帯
に

あ
る
島
根
果
能
義
郡
伯
太
村
大
字
東
母
里
及
び
西
母
里
に
お
い
て
行
つ
た
。

婁
池

調

査
・
方

■
法
・

有
意
抽
出
サ
ン
プ
ル
調
査
と
し
た
。
サ
ン
プ
ル
は
代
表
的
自
作
農
を
選
ん
だ
。

（
経
営
別
の
階
層
別
に
抽
出
し
た
か
つ
た
が
で
き
な
か
つ
た
。
）

調
査
対
象
は
五
戸
、
調
査
日
数
は
各
農
家
一
日
と
し
た
。

調
査
項
印
は
次
の
よ
う
に
し
た
、

五
仕
事
別
家
事
労
働
時
間
、

2
仕
事
別
家
事
労
働
0
場
所
及
び
動
線

ヱ
家
事
労
働
の
絡
果

　
イ
怒
食
事
内
容
及
び
器
具
の
清
潔
状
態

　
ゴ
、
被
服
の
清
潔
さ
と
、
整
容
、
手
入
れ
の
状
態

　
ハ
、
住
居
の
整
頓
、
清
掃
状
態
．

　
二
、
育
見
状
態

4
基
礎
資
料
と
し
て
、
家
族
構
威
、
農
業
経
営
状
態
も
往
宅
間
取
、
そ
の
日
の
農

業
労
働

　
こ
の
中
4
に
つ
い
て
は
、
家
族
構
蔵
、
農
業
経
営
状
態
、
住
宅
間
取
、
田
畑
へ

の
皓
図
を
調
査
前
に
記
入
し
、
そ
の
他
は
観
察
、
聴
取
、
及
び
実
測
に
よ
つ
た
。

時
間
は
家
事
労
働
を
担
当
し
た
家
族
全
員
に
つ
い
て
芯
一
分
ご
と
に
、
労
働
の
種



蛎

類
、
労
働
の
場
所
、
方
決
、
動
線
を
訂
入
し
た
。
．

5
調
査
日
時
　
昭
和
；
十
七
年
十
一
旦
二
十
日
（
日
）

四
芯
調
査
農
村
の
概
要

　
　
　
癌

　
　
　
　
至

~;~; ~ ~; 

　
穣本

　
奮
．

，
鰺
　
　
自

　
　
｛
　
　
イ
園

　
　
峰

　
　
　
　
　
　
ノ

　
案
○
〆

　
　
　
　
伯
太

松
涯
　
　
　
　
－
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
！
－
県
境

、
出
塞
フ
市

　
　
　
　
　
　
婁－

出

碑管

伯
太
村
大
字
東
西
母
里
は
島
根
果
能
義
郡
の
東
端
に
在
り
、
・
も
と
は
城
下
町
で

　
あ
つ
た
、
甫
は
大
字
井
尻
、
西
は
大
塚
村
、
北
は
大
字
安
田
に
界
し
、
東
は
鳥
取

・
果
に
隣
接
し
て
い
る
。
村
は
北
緯
三
十
五
度
二
十
分
五
十
七
秒
八
、
東
経
百
三
十

　
三
度
十
六
分
三
十
八
秒
四
の
位
置
に
あ
る
。
村
の
中
央
を
伯
太
川
が
南
方
か
ら
北

流
し
、
川
の
東
西
に
ぱ
山
丘
が
連
立
し
て
い
る
。
東
西
約
六
嚢
四
粁
、
甫
北
約
五
零

　
三
粁
、
面
積
は
二
三
：
一
平
方
粁
、
戸
数
三
九
五
戸
、
入
口
二
二
四
九
人
芯
田
二

〇
〇
町
怒
畑
二
二
町
、
山
林
九
一
九
町
、
宅
地
四
七
三
七
〇
坪
の
農
村
で
あ
る
。

農家人口と耕地面積

耕 地 面 積農
家
の
数

困1 樹園地 畑 計 人 口

面積
ユ
戸
当
り 面積

ヱ
戸
当
り 面積

ヱ戸・当り』

面積
1
戸
当
り

人口
1
戸
当
り

256 2003 7．8 15 O．06 226 α88 2244 8．77 1666 6．57

　島根果農家1戸平均人口

　全　　　国　　ク

経鴬耕飽面積廣挾別戸数

　3反未満　　39戸

　5～10　80戸
　15～20　18戸

57人
　　　．（ユ950年調）

引人

3～5反　　32戸

ユ0～15　　85戸

20～30　　　2戸

　　　計256戸

sokyu



家畜家禽飼養頭数

乳牛

2

役牛

250

馬

9

　
右
の
数
字
は
母
里
文
化
誌
に
よ
る
◎

　
本
農
村
は
米
単
作
地
帯
で
あ
る
が
、
牛
の
飼
育
が
盛
ん
で
華

り
、
叉
最
近
一
部
分
で
葉
煙
草
を
栽
増
し
て
い
る
。
米
の
反
当

収
量
は
二
六
年
度
に
は
二
石
九
升
七
合
で
島
根
果
の
平
均
一
－
石

九
斗
を
上
廻
つ
て
い
る
。

　
　
　
　
置
彩
調
査
農
家
の
概
要

抽
出
さ
れ
た
調
査
農
家
の
概
要
は
、
次
表
の
通
り
で
あ
る
。

耕　　　地 家族数農
家
番
号

16才13才女1弗
牛 鶏 兎 備考

固 畑 男

反 反

庇，で 7
学
生
一
人
あ
か

17反9敵 6畝 3　3　0　1 2 3

9
1
山
羊
1

挑。2
工2反8軟 1反5敵 2　4　1　2 2

1τ

∴脇。3 7
13反4敵 5畝 蟹　3　ヱ　1 2

4
ハb．4

　
星
　
8
｝

6反1敵 1反4献 2　1　0　1

一
一
緬
羊
1
一

4
目
申
は
守
り
娘
あ
来
る

挑．5
5反5畝 6畝 1　2　0　1

3’

　
な
お
調
査
時
期
は
秋
の
農
繋
期
を
ね
ら
っ
て
い
た
が
、
若
干
す
れ
だ
。
し
か
し

農
繁
期
の
状
態
を
失
つ
て
は
い
な
か
つ
た
と
思
う
。

　
蓼
考
　
文
　
猷

　
東
北
飽
方
水
囲
単
作
地
帯
農
家
の
家
事
労
働
調
査
報
告
二
号
喝
四
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
　
　
研
　
　
月
　
　
報

　
農
村
婦
人
及
び
隼
少
春
労
働
に
関
す
る
調
蚕
（
労
働
時
聞
を
申
心
恒
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
労
働
科
掌
研
究
所
一
一
九
五
一
）

　
農
村
主
婦
の
労
働
と
生
活
時
聞
の
検
討
（
昭
和
二
一
隼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
労
働
科
学
研
究
所

　
・
農
家
活
動
の
時
聞
的
配
分
に
関
す
る
研
究
　
・
農
業
改
良
局

　
家
　
　
事
　
　
労
　
　
働
　
　
　
　
　
　
　
　
輝
峻
義
等
◎
家
慶
科
辞
典
◎
一
九
五
〇
　
、

　
農
家
労
働
翻
分
に
関
す
る
調
査
威
潰
　
、
　
　
　
　
島
根
県
農
事
試
験
場

sokyu
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〔第表〕 家事作業とその時間的分析（単位は分）　　Nα1
献襲

務メ

〃②。1

桃．2

ハゐ．3

桃。4

挑硅5

平均

B

総計

1如3

1376

n77
（ユ900）

902

738
（1278）

u21

875

545

脳3

了015

全左
育児ヲ
除ク

893

9：％

1026

754

671

854

632

5ユ7

880

接客

85

92

ヱ51

89

108

105

u0

　　　　　フロ雑用　買物
　　　　　タキ

192　　20　　6

314　　38

316　　　　　24

145　　　　　26

313

268　　12　　u

79　　2J　　17

37

22　　4

一50

洗濯裁縫掃除

14　　　　　128

20　　　　　50

21　　　　　40

47　　50　　68

16　　　　　21

25　　10　　62

40　　33　　80

ヱ8　166　　8

29　　92　100

125　210　　50

註挑3の（　　）は子守しつつ他の作業をした時臥〃α5の
　Aは東北廼方九農家の平均家事労働時聞
　B　Cは都市工場労働着家庭の家事労働時間
　Dは松江市内一般俸給者家庭主婦の家事労働時間

〔第＿表〕　　　全上　　（百分比）

水汲

25

12

24

16

10

ユ5

20

食料
準備

46

36

37

7
26

薪取り

5

2

ヱ2

8

（

炊　　　　　事

調理
食卓
準備

211 91

255 49

202 119

224 如

u9 34

202 67

　　　　　　　　　　　）は他家の娘が子守をし
佐々木嘉彦氏等調査　農研月報桃籟4
　籠山京箸　国民生活の構造
　　　教育立地計画第一集

　No．2

後片附

70

60

88

44

3で

58

小計
372

364

409

308

184

327

338

207

248

235

育　　　　　　児

子守

484

358

82
（731）

1C9

37
（540）

2ユ4
（468）

授乳

74

18

35

42

世誘

26

18

42

29

23

入浴

10

8

7

ユ50
（73ユ）

77
（540）

287
（5班）

た時間

＼ 接客
6．1

6．6

工2．9

9凸9

14．6

10．0

て0，8

雑用
13．7

22，8

27．0

ユ6の

42．4

24．4

4．0

買物
1．4

2．8

α9

82
’14．8

風呂たき

α4

2．1

2．8

ヱ．1

洗濯
0．9

工．5

ユ．8

53
2．ユ

23

53

123

裁縫

5．5

1．ユ

ユ6．9

2α7

掃除
9
3お

3．4

7．5

2．8

5．3

18．4

4．9

．水汲

0．8

2．1

ユ．7

1．3

1．4

食料準傭

3．3

2．6

32
α3

0．9

2．ユ

薪坂り

0．4

α4

0．2

0．3

α3

炊事
26．3

26．5

35．O

34．O

25．O

29．4

45．7
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鯛

、
家
事
労
働

の
総
時
聞

（
第
，
∵
ご
表
参
照
）

　
，
凡
そ
農
家
に
於
い
て
は
家
族
全
員
で
生
産
面
と
消
費
面
と
に
働
い
て
い
る
の
が

常
で
あ
る
。
依
つ
て
こ
の
家
事
労
働
調
査
に
於
い
て
も
家
族
全
員
に
つ
い
て
調
べ

ざ
る
を
得
な
か
つ
た
刈
今
回
そ
う
し
て
調
べ
た
緒
果
に
よ
れ
ば
、
家
事
労
働
の
総

時
聞
は
最
長
宝
お
分
働
最
短
d
・
。
分
⑭
平
均
ご
昌
分
で
あ
つ
た
。
こ
れ
を
東
北

農
村
の
農
繁
期
に
於
け
る
家
事
労
働
時
間
（
育
児
を
除
く
）
（
昭
和
二
十
五
年
山

形
果
本
楯
村
に
於
い
て
佐
々
木
嘉
彦
氏
等
調
査
）
に
比
較
す
る
と
葛
彼
の
べ
8
分

弱
に
対
し
、
こ
れ
は
・
。
邊
分
　
　
育
児
は
家
庭
に
よ
つ
て
大
き
な
時
間
差
が
あ
り
竜

且
つ
、
各
家
庭
に
あ
る
訳
で
も
な
い
か
ら
為
家
事
総
労
働
時
間
か
ら
育
児
時
間
を

除
い
た
一
般
家
事
の
実
労
働
時
間
　
　
で
か
な
り
長
い
と
い
え
る
、

　
こ
れ
を
都
市
工
場
労
働
者
家
庭
に
お
け
る
家
事
労
働
時
間
置
o
分
（
籠
山
京
著

国
民
生
活
の
構
造
）
に
比
較
す
れ
ば
一
層
多
く
の
時
間
を
費
し
て
い
る
び

　
し
か
し
、
之
を
近
く
の
松
江
市
内
一
般
俸
給
者
家
庭
の
主
婦
の
家
事
労
働
時
間

留
o
分
（
比
較
の
便
宜
上
育
児
を
除
く
。
之
を
加
え
る
と
旨
旨
分
）
（
教
脊
立
地
汁

画
第
一
集
）
に
比
べ
る
と
ほ
ぼ
同
じ
時
間
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
同
じ
地
域
で

嘉
れ
く
の
調
べ
ζ
苧
婁
の
例
の
誓
§
分
台
と
置
多
㍍

の
例
の
如
き
8
0
分
育
と
の
大
き
な
差
が
あ
る
。
ピ
れ
等
の
時
間
差
は
生
活
様
式

の
相
違
⑧
各
家
庭
に
於
げ
る
家
族
数
の
多
少
竃
主
な
る
家
事
担
当
婦
人
の
年
令

労
働
力
の
大
小
及
び
労
作
技
術
の
巧
拙
　
　
育
所
の
構
造
や
設
備
配
置
の
良
否
竃

炊
事
用
資
材
の
糖
粗
な
ど
に
よ
つ
て
生
す
る
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
以
下
各
作
業

別
に
検
討
し
て
見
た
緒
果
、
適
正
な
る
家
事
労
働
時
間
を
大
約
c
o
8
分
程
度
と
推

定
し
て
よ
い
と
思
う
。

二
二
、
1
家
事
作
業
と
共
の
時
間
的
分
析
　
　
　
　
（
第
丁
二
表
参
照
）

　
i
家
事
労
働
の
内
で
、
時
間
的
に
長
い
の
は
育
児
と
炊
事
で
あ
る
。
殊
に
育
児
は

都
市
家
庭
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
程
多
く
の
時
間
を
費
し
て
い
る
か
ら
、
＞
」
れ
は
別

に
項
を
改
め
て
説
ぐ
こ
と
と
す
る
。

　
炊
事
作
喋
に
は
肩
ム
分
之
き
り
分
竃
平
均
ω
ミ
分
を
費
し
て
い
る
の
で
、
都
市
家

庭
の
～
畠
分
よ
り
蓬
に
長
い
。
か
く
長
い
の
は
先
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
概
し
て
■

農
家
は
育
所
が
広
く
、
設
備
が
わ
る
く
ち
物
の
置
場
所
が
従
っ
て
乱
れ
、
食
料
が

取
り
た
て
の
素
材
で
あ
り
、
献
立
な
ど
が
殆
ど
無
計
画
で
能
率
の
低
い
　
　
生
産

労
働
に
適
し
な
い
　
　
老
母
が
炊
事
に
当
る
こ
と
が
多
い
な
ど
の
為
で
あ
ろ
う
。

東
北
農
村
に
於
い
て
も
蟹
Φ
分
を
｝
8
分
を
費
し
、
ω
8
分
台
の
グ
ル
ー
プ
が
最
も

多
い
と
い
う
か
ら
、
こ
の
調
査
と
大
体
よ
く
似
た
も
の
で
あ
る
◎

　
更
に
炊
事
時
間
を
分
析
し
て
見
る
と
、
調
理
に
要
す
る
時
間
は
、
家
族
の
多
少

に
殆
ど
影
響
な
く
て
、
大
体
N
8
分
樫
度
で
あ
る
“

　
食
卓
準
備
及
び
後
片
附
の
時
間
は
、
家
庭
に
よ
つ
て
著
し
い
相
違
が
あ
つ
た
。

食
卓
準
傭
の
時
間
は
辛
均
亀
分
で
、
逮
分
之
旨
o
分
の
差
が
あ
る
、
家
族
の
多

い
の
は
多
沙
時
間
を
多
く
屡
し
た
が
も
中
κ
は
一
緒
に
食
専
し
な
い
の
や
、
副
食

物
を
一
々
小
皿
に
盛
り
分
け
配
分
す
る
家
庭
が
あ
つ
淀
。
か
ふ
る
習
償
は
前
者
は

’
な
る
べ
く
伺
時
に
食
車
に
着
き
、
後
者
は
支
那
料
理
の
食
車
作
法
式
に
大
皿
に
盛

つ
た
の
を
各
自
で
自
H
分
の
小
皿
に
取
り
分
け
る
よ
う
に
す
る
だ
け
で
も
も
無
駄
な

時
間
を
節
約
し
得
る
。
後
片
附
の
平
均
留
分
で
望
分
之
鶴
分
の
差
が
あ
る
。
食

器
を
単
に
水
で
洗
う
も
の
、
更
に
ふ
き
ん
で
拭
く
も
の
、
石
け
祉
叉
は
灰
で
洗
う

美
、
佼
つ
た
書
ん
喜
洗
う
も
の
奮
い
ろ
く
あ
っ
た
。
食
器
の
種
類
を

sokyu



鯉

簡
単
に
し
ギ
整
理
配
置
を
よ
く
し
、
洗
い
方
を
工
夫
す
れ
ば
衛
生
的
に
も
器
物
保

管
上
に
も
良
い
片
附
を
少
な
い
時
間
で
な
し
得
る
と
思
う
。

　
炊
事
に
関
連
す
る
作
業
に
薪
取
り
セ
食
料
準
備
、
買
物
、
水
汲
み
等
が
あ
る
。

食
料
準
備
は
留
分
～
嵩
分
の
グ
ル
ー
プ
と
べ
分
以
下
の
グ
ル
ー
プ
と
が
あ
る
。

前
者
は
成
年
女
子
が
二
土
二
名
屠
る
家
庭
で
、
賞
然
労
力
に
余
裕
が
あ
り
、
炊
事

は
多
く
老
令
者
に
担
当
せ
ら
れ
て
意
計
画
性
が
乏
し
く
忠
炊
事
中
に
野
菜
を
度
序

菜
園
ま
で
取
り
に
行
く
な
ど
無
駄
が
多
か
つ
た
し
、
後
者
は
主
婦
一
人
の
家
庭
で

そ
の
年
令
も
三
〇
才
未
満
の
人
で
壱
動
作
を
敏
活
に
、
計
画
的
に
進
め
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
べ
分
と
は
あ
ま
り
に
少
な
い
と
し
て
も
、
注
意
次
第
で
も
、
こ
の
時
間
を

あ
る
程
度
短
縮
せ
し
め
得
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ご
の
調
査
対
象
の
家
庭
の
飲
料
水
は
殆
ど
汲
み
水
で
あ
つ
て
セ
そ
の
水
汲
み
時

間
は
井
戸
迄
の
距
離
蒐
家
族
数
等
に
比
例
し
て
い
た
。
ズ
◎
』
岩
9
｝
岩
9
岬
の
例

は
圭
と
し
て
飲
料
水
だ
け
汲
ん
で
い
る
け
れ
ど
も
、
沸
戸
迄
の
距
離
が
g
米
あ
る

か
ら
竜
ζ
れ
に
多
く
時
間
を
費
し
も
茸
9
～
の
家
は
台
所
内
に
ポ
ン
プ
井
戸
が
あ

る
為
に
、
家
族
数
が
多
い
の
に
か
㌧
わ
ら
す
所
要
時
間
が
極
め
て
少
な
く
て
済
λ

だ
。
設
備
の
良
否
は
家
事
の
労
働
負
担
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
、
・

　
被
眼
に
関
す
る
労
働
は
年
間
を
通
じ
て
循
還
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
農
繁
期

に
於
け
る
こ
の
労
働
を
取
り
あ
げ
る
こ
と
は
多
少
妥
当
を
欠
く
よ
う
な
憾
み
は
あ

る
。
け
れ
ど
も
、
余
剰
労
力
あ
る
家
庭
や
止
む
を
得
な
い
事
惜
の
あ
る
場
合
に
は

自
然
行
わ
れ
る
労
作
で
あ
る
か
ら
雇
現
に
裁
縫
3
し
た
家
庭
も
一
例
あ
り
、
お
し
め

洗
ひ
は
勿
論
も
他
の
衣
類
の
洗
濯
を
し
た
家
庭
も
あ
つ
た
。
如
何
に
農
繁
期
と
い

つ
て
も
適
宜
洗
濯
t
補
綴
す
る
だ
け
の
余
裕
を
も
ち
、
入
浴
と
相
侯
つ
て
衛
生
的

で
且
つ
容
姿
を
甚
だ
し
く
乱
さ
な
い
よ
う
な
心
構
え
を
持
つ
こ
と
が
、
生
活
水
準

の
一
般
的
な
上
昇
に
伴
つ
て
、
農
家
で
も
大
切
な
心
が
け
と
思
う
。

　
こ
の
日
の
掃
除
は
何
れ
も
か
な
り
丁
寧
で
あ
つ
た
と
見
た
。
殊
に
度
表
台
所
を

掃
い
て
雑
巾
が
げ
し
た
家
も
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
掃
除
時
間
は
家
に
よ
つ
て
蓬

だ
し
く
違
い
、
今
日
の
丁
寧
な
掃
除
の
割
に
、
そ
の
跡
が
そ
う
清
潔
そ
う
に
な
か

つ
た
家
も
あ
つ
た
。
ゆ
え
に
掃
除
平
均
時
間
は
家
の
広
さ
に
も
よ
る
け
れ
ど
も
8

分
よ
り
多
少
少
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
と
恩
つ
だ
。

　
雑
用
時
間
は
案
外
多
か
つ
た
。
こ
れ
は
こ
の
調
査
期
が
梢
農
繁
期
を
過
ぎ
て
い

た
為
に
為
婦
人
が
家
事
に
働
き
つ
㌧
意
自
家
用
醤
油
絞
り
其
の
他
農
産
加
工
な
ど

に
利
用
し
た
か
ら
で
あ
る
。
農
繁
期
の
真
最
中
で
あ
れ
ば
こ
の
時
間
な
ど
は
甚
だ

し
く
少
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
調
査
で
、
家
事
労
働
か
ら
家
畜
の
世
語
は
除
い
た
。
し
か
し
農
家
で
は
心

理
的
に
は
家
畜
を
殆
ど
家
暖
の
一
員
の
如
く
し
で
い
る
。
爵
料
を
煮
る
こ
と
か
ら

三
度
の
給
飼
な
ど
、
主
と
し
て
女
の
仕
事
で
竜
家
族
の
食
事
と
併
行
し
て
行
わ
れ

家
事
労
働
と
切
離
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ゆ
え
に
家
畜
の
飼
百

を
農
家
婦
人
の
家
事
労
働
負
批
の
一
環
と
し
て
考
究
す
る
こ
と
も
一
法
で
あ
つ
た

か
も
知
れ
ぬ
。

　
　
　
三
、
家
族
別
家
事
労
働
の
時
間
的
分
析
　
　
　
二
第
三
竃
四
表
参
照
）

　
先
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
調
査
家
庭
は
家
族
構
成
上
、
二
一
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
け
ら
れ
る
。
ズ
己
～
鱈
ズ
9
ω
σ
例
は
二
夫
婦
そ
ろ
い
、
更
に
老
母
ま
た
は
未

婚
の
子
女
の
あ
る
冷
多
い
婦
人
労
働
力
家
庭
で
あ
り
、
寅
9
ム
磯
岩
9
｝
の
例
は
女

手
一
人
し
か
な
い
少
い
婦
人
労
働
力
家
庭
で
あ
る
。
従
つ
て
前
者
は
家
事
労
働
が

比
較
的
ゆ
つ
く
り
丁
寧
に
行
わ
れ
壱
い
わ
ゆ
る
子
守
な
ど
に
も
相
等
長
い
時
間
を

用
い
ち
れ
る
の
に
芯
男
子
の
家
事
労
働
に
対
す
る
協
カ
拡
甚
た
少
な
か
つ
た
。
今
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〔第二表〕 家族別家事労働の時間的分析　　　N帆1

、

主人． 主婦 長　勇 嫁 母 娘 息

＼

ハb．1

分
6
5

　分224 　分103 　分276 　分704

L■

分
4
．
1

ハb、．2 56 460 90 250 390 130 ｝

ハb，3 ｝

（287）500 （160）30 （284）396

一 243 ｝

挑。4 308 527 67 一 ‘⇒ ‘’ 6’

ハb，5 302 436 一 ｝
’　　　　‘

（540）　…

…

桃．3の（）は子守しつつ他の作業をなした時聞

桃、5の（）は他家の娘が子守をした時間

ハb．1

ハb．2

ハb．

ハb．4

ハ伽帖5

（第四表）

主　人

％

5

全上（百分比）　Nα2
主　婦　長　勇

　％
ユ6

40　　33

34

41

0　　43

○　’58

0　　59

％

7

7

7

母

　％　　　％
2⑪0　50、

11

34

29

娘

％

2蟹

○は家事労働の主担当着



ユ○ユ

そ
の
男
女
の
家
事
労
働
分
担
の
博
聞
を
比
べ
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
岩
9
－
　
　
　
暑
◎
～
　
　
　
寅
9
ω
，
　
　
唄
岱
　
　
　
　
津
機

　
男
～
◎
⑩
－
ム
ベ
ー
⑩
－
－
c
⑪
N
一
－
一
①
ム
。

　
女
－
～
◎
ム
一
N
ω
－
－
べ
－
－
－
ω
c
⑪
N
“
c
◎
c
◎
．
ω
①

　
こ
れ
に
比
し
て
後
者
は
男
女
協
力
的
に
家
事
に
働
き
、
し
か
も
婦
人
の
動
作
は

極
め
て
敏
活
で
あ
つ
た
。
今
そ
の
男
女
の
分
担
比
率
は
次
の
よ
う
で
あ
る
、

　
　
　
　
　
堵
艮
　
　
　
　
オ
9
｝
　
　
一
哨
潜
　
　
　
　
津
機

　
男
ω
｝
一
ω
0
N
ω
ω
ゆ
、
ム
ド
～
㊤

　
女
｝
N
一
ム
ω
①
ム
o
◎
N
｝
c
◎
。
べ
－

　
こ
れ
等
の
例
か
ら
推
察
す
る
時
は
家
族
の
多
い
家
庭
で
は
家
事
労
働
に
勇
子
の

協
力
が
少
く
、
女
手
の
少
い
家
庭
で
は
男
子
が
相
当
多
く
家
事
を
手
伝
う
、
こ
れ

は
家
事
は
女
子
の
仕
事
で
、
女
子
が
優
先
的
に
働
き
、
労
力
の
足
ら
な
い
時
に
男

子
が
助
け
る
と
い
う
従
来
か
ら
の
労
力
提
供
の
習
償
順
位
が
あ
り
、
そ
し
て
前
者

の
家
庭
の
如
き
は
女
子
だ
け
で
大
体
事
が
運
ば
れ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
る
の
で
あ

ろ
う
◎

■
而
し
て
家
事
労
働
に
最
も
多
く
従
事
す
る
も
の
は
母
ま
た
は
主
婦
で
あ
つ
た
。

そ
れ
等
の
主
な
る
家
事
担
当
者
は
家
事
総
時
間
の
ω
貴
を
｝
藁
普
通
｝
b
決
働
い

て
い
る
◎
こ
れ
を
都
市
工
場
労
働
者
家
庭
に
於
い
て
主
婦
が
家
事
労
働
す
る
割
合

が
8
』
訳
之
椙
・
c
。
映
（
籠
山
京
著
国
民
生
活
の
構
造
）
に
比
べ
れ
ば
惇
農
村
家
庭

が
如
何
に
家
事
労
働
を
分
散
さ
せ
、
家
族
で
協
力
し
合
つ
て
い
る
か
が
わ
か
る
。

試
み
に
こ
の
対
象
農
家
に
於
い
て
家
事
労
働
に
多
く
働
ぐ
者
か
ら
順
次
列
挙
プ
れ

ば
、
母
嚢
主
偏
鏑
嫁
嚢
娘
勲
主
人
、
長
男
（
養
子
）
の
順
序
で
あ
つ
た
。
こ
の
順
位
は
竜

勿
論
身
体
の
強
弱
な
ど
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
男
子
、
若
い
女

子
の
如
く
概
し
て
労
働
力
の
大
き
い
者
が
生
産
労
働
に
従
い
、
さ
う
で
な
い
も
の

が
家
事
労
働
に
従
う
の
が
常
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
農
家
経
営
で
は
生
産
労
働

に
主
力
が
そ
！
が
れ
る
か
ら
、
そ
う
な
る
の
は
自
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
老
令
者

の
労
働
は
時
間
的
に
は
長
い
け
れ
ど
も
、
質
的
に
は
極
め
て
貧
し
い
か
ら
か
ふ
る

調
査
に
於
い
て
正
確
な
も
の
を
欄
も
う
と
す
る
な
ら
ば
個
人
の
労
働
能
率
な
ど
を

加
味
し
、
調
整
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
が
憎
ご
の
調
査
で
は
そ
の
段

階
ま
で
は
進
め
な
か
つ
た
O

　
な
お
男
子
が
家
事
労
働
の
何
を
手
伝
う
か
に
つ
い
て
作
業
別
に
調
べ
、
こ
れ
を

総
男
子
数
と
対
比
し
た
の
に
、
蔽
用
に
は
旨
◎
決
、
来
客
接
待
と
育
児
と
に
は
各

々
3
決
、
掃
除
に
｝
薫
、
炊
事
に
食
決
、
水
汲
み
に
～
～
“
、
薪
取
♪
と
ふ
ろ
た

き
と
に
各
々
ご
決
と
い
う
割
合
で
あ
つ
た
。
流
石
に
被
眼
に
関
す
る
手
伝
い
は
一

例
も
な
か
つ
た
が
、
農
家
の
家
事
は
嘗
給
生
活
を
常
と
す
る
だ
け
に
男
子
の
協
力

を
得
る
べ
き
分
野
が
相
当
に
あ
る
。

四
、
家
事
労
働
の
内
容
と
そ
の
担
当
者

（
第
五
、
六
表
参
照
）

　
家
事
労
働
を
更
に
前
項
と
は
遼
に
作
業
別
に
誰
が
多
く
た
す
さ
わ
る
か
を
検
討

し
て
見
よ
う
。

　
一
炊
事
作
業
　
少
な
い
女
手
の
家
庭
で
は
、
当
然
主
に
女
一
人
の
炊
事
で
あ
る

が
、
主
人
も
こ
れ
を
手
伝
う
場
合
が
少
な
ぺ
か
か
つ
た
。
多
い
婦
人
労
力
の
家
庭

の
炊
事
は
大
抵
朝
食
は
嫁
が
早
起
き
し
て
こ
れ
に
当
寸
、
昼
食
と
夕
食
の
時
は
嫁

は
多
く
外
に
働
い
て
母
ま
た
は
主
婦
が
こ
れ
を
と
ム
の
え
る
。
食
卓
準
傭
は
主
婦

、
嫁
蟻
娘
⑧
母
等
が
協
同
し
て
行
う
の
が
多
い
が
、
後
片
附
は
ま
た
嫁
が
す
る
場

合
が
多
か
つ
た
o
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〔
第

五
表

〕
家

族
別

家
事

作
業

の
時
間
的
分
析
（
単
位
は
分
）
　
　
No．

1

　
作
業
名
続
柄
＝

ふろたき

食料準欄

炊
　

　
　

　
事

育
　

、
　

　
児

接客巾

雑
用

買物｝

洗
濯

裁
縫

掃
除

水
汲

薪
坂
り

総
計

’
調

理
食
卓

準
傭

後
牛

附
小

計
子
守

授
乳

世
議

入
浴

小
計

主
婦

52一
66

｝
4

1
3

10
31

7
ユ

3
1

l14
34

24
ユ

72
（

ユ
05）

47

ユ
9

6
一

．

（
u9）

61

430
主
　

人
4ユ

32
｝

61

一
…

8
4

一
1

6
ユ

‘
・

7
27

∴
3

山
’

3ヱ
ユ

30
嫁

1
7

2
5
｝

＾
12

　
｝

一
4

8
7

一
98

37
32

167
12

49
1ユ

一
64

305
長

　
男

8
47

｝
！

一
一

6
一

｝
｝

2
｝

ヱ
3

5
＾

1
2

7
71

母
4

85
ユ
O

3
8

…
13

’
“

・
55

6
6

67
318

…
12

一
330

520
娘

　
1｝

76
1
9

1
一

一
21｝

2
｝

｝
4

’
18

33
52

ヱ
3

｝
一

｝
ユ

3
工
85

次
　

勇
｝

・
刈

一
一
一

一
’

一
ユ

6
｝

｝
一

■
1

’
一

ヱ
｝

｝
’
・

一
一

41

（
第
六
表
）
　
全
上
（
百
分
比
）
（
％
）

No聰
2

ぷ
接
客

雑
用

裁
縫

洗
濯

掃
除

炊
事

育
児

芙
の

他

主
婦

％ヱエ

％14
％5

％6

劣35

％24

％5

主
人

32
25

｝
6

5
24

9
嬢

5
8

3
工

44
40

3

雫
勇

7
→

2
｝

5
3

42
□

母
1

1
4

2
3

ユ
3

’
64

3
娘

0
4
1

｝
11

28
7

丑
2

息
｝

59
｝

39
■

‘
一

一

　
1嘩

鐘
蝿
£
蜂
窪
せ
如
τ
）
柵
獲
為
J）

二
岬

祭
戸

鍾
長

轟
似

紺
撃

～
ト

ψ

置
ト

か
o如

」
qノ

仁
い

Qザ
～

Q襲
昧

堂
縄

榔
o柵

怠
∫

旦
細

○
炎

刈
埜

頃
ぺ
起
長
o史

◎
岳
せ
せ
維
皿
Q灘

側
せ

迎
皿

祭
仁

ダ
柵

く
1紗

雌
螂

ψ
理

他
祭

む
9皿

側
Q卓

択
拙
J）

∫
～
Q長

嶋
o
喪
◎

　
閥

去
蜂

蓮
埜

峨
〉

へ
点

填
妥

具
グ

胡
趨

瓶
璽

刈
Q盤

織
長

幾
∫

担
£

旦
〆

駅
串

Q仁
い

鄭
く

雌
峨

美
○

史
O

　
川

鞘
蜘

媒
舶

Q難
迦

蔓
柵

く
氷

餓
簑

）
具

9総
但

ゆ
鄭

如
長

峨
長

O火
O恕

o）
鍾
秘
～
堂
簿
冨
冨
μ
～
怠
畑
中
填
い
μ
縄
細
曼
∫
ρ
ρ
雑
～
担
鞄
貞
担
ト
処

汽
い
抽
U刈

埜
恕
～
紬
長
○
尖
O

串
榔
送
維
～
叙
ξ
雷
舶
蛸

填
（
轟
ギ
事
く
猟
瓢
睦
）
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休
養
並
び
に
楓
人
的
な
生
活
酊
の
陣
間
で
は
、
睡
眠
セ
休
息
団
簗
、
食
事
の
時

間
が
各
家
と
も
大
依
共
通
で
あ
る
が
、
礼
拝
竜
文
化
の
時
間
に
差
違
の
多
い
こ
と

は
注
目
す
べ
き
こ
と
と
思
う
へ

　
一
睡
眠
　
普
通
工
場
労
働
者
な
ど
の
疲
労
回
復
は
畠
o
分
で
よ
い
と
せ
ら
れ
て

屠
る
の
に
為
こ
の
調
査
で
は
最
長
賢
◎
分
最
短
歯
o
分
で
喝
平
均
g
苅
分
で
あ
つ
た

か
ら
、
威
人
の
睡
眠
と
し
て
は
疲
労
回
復
の
必
要
以
上
か
な
り
長
い
と
い
え
る
。

睡
眠
は
農
村
に
お
い
て
は
一
種
の
慰
安
で
、
そ
の
時
間
の
長
い
の
は
い
す
れ
の
家

に
も
共
通
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
同
村
の
青
年
学
級
が
昭
和
二
十
七
年
一
月
調
査

し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
の
調
査
よ
り
更
に
長
く
て
平
均
男
予
は
十
時
間
、
女

子
は
八
時
間
で
年
澗
婦
人
の
懐
眠
時
間
は
農
繁
期
に
は
最
高
九
時
三
十
分
、
最
－
低

五
時
闇
で
平
均
七
時
間
、
農
閑
期
に
は
最
高
十
一
時
間
、
最
低
六
時
間
で
平
均
八

跨
間
で
あ
る
と
母
里
文
化
誌
に
記
し
て
あ
る
。
凄
た
島
根
果
農
事
試
験
場
の
農
家

労
働
配
分
に
関
す
る
調
査
（
簸
川
平
野
に
於
け
る
十
四
農
家
）
忙
よ
れ
ば
セ
睡
眠

時
聞
が
春
の
農
繁
期
に
主
人
七
時
十
九
分
竜
、
妻
六
時
五
十
七
分
、
秋
の
農
繁
期
に

主
人
八
時
仰
十
三
分
、
妻
八
時
四
十
二
分
で
、
褒
努
夫
婦
は
更
に
長
い
と
い
つ
て

い
る
。
農
繁
期
と
い
う
の
に
、
秋
た
ど
相
当
長
く
眠
る
の
が
普
通
で
あ
る
こ
と
に

注
目
さ
れ
、
．
こ
の
対
象
農
家
で
も
個
人
的
に
長
過
ぎ
る
も
め
短
適
ぎ
る
も
の
を
調

節
さ
え
す
れ
ば
竜
概
し
て
不
十
分
で
あ
る
と
は
伽
え
な
い
。
次
侭
睡
眠
時
聞
を
家

族
別
に
比
較
す
れ
ば
老
母
が
最
も
長
く
て
未
婚
の
娘
こ
れ
に
次
ぎ
、
未
婚
の
息
、

主
人
芯
妻
冷
長
男
と
嫁
の
順
と
な
る
。

．
二
休
息
団
簗
　
休
息
な
大
体
年
令
の
高
低
に
比
例
し
て
い
る
が
、
紹
分
～
ω
8

分
で
平
均
宝
o
分
程
度
の
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。
団
簗
と
い
つ
て
も
休
息
中
に
そ
の

日
の
行
事
や
耐
会
事
象
な
ど
を
誌
し
合
う
樫
度
の
も
の
で
、
特
肌
に
意
図
さ
れ
て

行
w
わ
れ
て
い
る
も
の
は
な
か
つ
た
◎

　
　
三
文
化
　
家
庭
に
於
け
る
文
化
生
活
の
面
は
睡
眠
及
び
休
息
の
時
間
の
長
い
の

に
比
べ
れ
ば
冷
農
繁
期
と
い
ふ
な
が
ら
あ
ま
り
に
も
少
な
過
ぎ
る
感
が
あ
つ
た
。
・

家
庭
に
よ
つ
て
多
少
の
例
外
は
あ
つ
た
に
し
て
も
、
文
化
的
な
活
動
を
し
だ
と
見

る
べ
き
時
間
は
僅
伽
に
平
均
二
～
三
分
で
あ
つ
た
、
各
家
庭
共
通
な
事
実
と
し
て

長
男
が
持
つ
修
養
の
時
間
は
あ
つ
た
が
他
の
家
族
は
家
に
新
聞
ラ
ヂ
オ
が
あ
り
な

・
が
ら
喰
殆
ど
そ
れ
を
見
聞
き
す
る
姿
さ
え
見
な
か
っ
た
。
家
族
中
で
最
も
休
息
の

少
い
の
は
青
年
及
び
若
い
継
年
屑
で
、
そ
の
時
間
を
文
化
的
な
面
に
多
く
費
し
て

い
る
の
も
彼
等
で
あ
つ
た
σ
こ
れ
は
現
代
青
壮
年
の
も
つ
一
般
的
な
頓
向
で
も
あ

ろ
う
が
、
薪
し
い
村
造
り
を
目
ざ
し
て
農
業
経
営
に
家
庭
生
活
に
改
善
努
カ
し
て

い
る
こ
の
村
の
青
牡
年
の
姿
で
も
あ
ろ
う
か
。

　
．
四
自
已
の
生
活
時
間
　
食
事
時
間
は
一
日
平
均
亀
分
で
あ
つ
た
か
ら
恋
毎
食

8
分
を
費
す
こ
と
に
な
る
、
身
仕
度
の
時
間
は
野
良
着
ま
た
は
外
出
着
に
か
え
る

時
間
を
も
含
め
て
8
分
程
度
と
い
う
所
で
あ
つ
た
。
年
取
つ
た
人
に
よ
つ
て
は

朝
の
洗
面
も
極
め
て
簡
単
に
見
う
け
た
が
、
流
石
に
若
い
人
程
身
仕
度
に
多
く
の

時
聞
を
費
し
て
い
た
〇

　
　
　
六
、
育
　
　
　
児

　
第
一
表
の
よ
う
に
噌
家
事
労
働
の
中
に
お
け
る
育
児
の
占
め
る
時
周
は
非
常
に

大
き
い
。
大
は
①
ミ
分
か
ら
小
は
旨
0
分
と
な
つ
て
い
る
。
第
十
表
に
示
す
如
く

老
己
⑧
ズ
留
ジ
岩
9
ω
は
婦
人
労
働
力
の
多
い
家
庭
で
あ
り
、
岩
9
㌻
ズ
Q
㎞
は

そ
れ
が
少
な
い
家
庭
で
あ
る
。
家
藤
め
多
い
家
庭
で
は
育
児
に
莫
大
な
時
聞
を
か

－
け
て
い
る
ピ
と
が
目
立
つ
ユ
。
オ
9
ω
ば
育
兄
総
時
数
が
耐
O
分
で
あ
る
が
。
お
－
分

左
い
う
長
時
間
子
守
り
を
し
な
が
㌻
作
莱
に
従
事
し
て
い
る
。
総
時
歎
は
前
の
グ
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（第七表〕 休養文化並びに個人的な生活時間 位帯別集計　　N〇一

　生　　内容世帯　番号

睡　眠 蝉団簗 ．文化 入　浴 身仕度 礼　拝 食　事 自　由

ハb．1 5－32 ユ69 2．2 ヱ2．1 18 ｝ 66．

（学生）726

桃螂2 559， ヱ66． 5．2 ｝ 15 1．8 4γ

ハb．3 484 ユ47 0．5 22 ユ1．
士8

58．

ハb．4 486 干47 62 ユ3 ユ9
1
． 5ユ．

ハ伽邊5 480 81。 一、 蟹星
7
．

2．5 74

註　桃。5の食事時間が多いが食後の休息を含む

（箪八表）．　全 家族別集計 No．2
　
生
活
’
　
　
内
容
続
卿

睡臨 餓） 文化， 入浴 身仕度 礼拝 食　事

家事労働集計 蝉労働雫計

　申年主婦　着隼 5
2
5
4
8
0

1
6
7
5
6

… 17 13 1 66 4毘5 269

主　人 ㌔517 212 工8 15 9 1 61 立30 340．

嫁 ∵498 96 一 17 21 1 55 307 444

長　男
4
9
7
　
1

92 30・ 15 ．ユ8 1 写8 73 477

老一母 570 ’267 ｝ 13 10 2 53 5且9 一

，娘 569 135 ｝ 20 17 ｝ 48 187
3
8
8
’
〔
一
，
■
円
‘
・
｝
　
　
2息‘

．535 59
7ち6（学生）

7 22 ・■ 43 41

（外出は仕婁の性質不明に付琢労働喝休養共に省く）
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ル
ー
プ
で
は
約
ム
8
分
前
後
忠
－
後
の
グ
ル
“
プ
で
は
－
8
セ
旨
o
分
と
見
ら
れ
る
。

農
繁
期
の
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た
と
は
い
え
ま
だ
そ
の
状
態
の
続
い
て
い
る
時
期
に
少

し
長
い
よ
う
だ
。
女
の
少
な
い
家
庭
で
は
育
児
に
長
い
時
間
が
か
け
ら
れ
な
い
こ

と
も
わ
か
る
。
こ
の
表
か
ら
み
る
と
為
人
雇
い
も
で
き
す
、
家
族
内
に
育
児
を
手

つ
だ
う
者
も
な
い
農
家
で
は
為
寅
◎
』
領
岩
邑
の
育
児
時
間
か
ら
祖
父
と
雇
人
の

育
児
時
間
を
養
し
引
き
、
残
り
の
平
均
蘭
分
が
育
児
時
間
で
あ
る
。
つ
ま
り
夫

婦
と
子
供
だ
け
の
家
庭
で
は
育
児
時
間
が
一
時
間
余
り
と
見
ら
れ
よ
う
。
．
こ
う
し

た
調
査
を
比
較
対
照
す
る
資
料
が
少
な
い
が
前
記
の
東
北
地
方
調
査
で
は
総
時
数

は
ω
8
分
蔚
後
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
比
較
す
る
時
、
当
地
方
の
家
族
の

多
い
家
庭
で
は
、
子
供
に
手
を
か
け
遁
ぎ
る
と
思
う
。

　
　
一
、
各
項
目
別
に
つ
い
て

　
長
遇
ぎ
る
育
児
時
聞
の
C
◎
O
％
以
上
は
子
守
り
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
長
い

子
守
り
時
間
の
中
に
問
題
が
あ
る
。
寅
9
プ
岩
9
ム
は
い
す
牝
も
一
年
十
カ
月
の

幼
児
が
あ
り
、
ズ
◎
』
は
g
才
の
老
母
が
主
と
し
て
育
児
に
当
た
り
意
ズ
9
ム
は
8
才

の
老
父
が
当
た
つ
て
い
る
。
そ
の
結
果
は
、
岩
Q
』
の
ム
塞
分
の
子
守
り
時
間
に

対
し
冷
ズ
9
ム
は
－
8
分
で
あ
る
◎

　
こ
れ
を
女
性
の
情
的
な
育
児
態
度
と
、
男
性
の
理
性
的
な
育
児
態
度
の
あ
ら
わ

れ
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
と
に
か
く
農
家
に
お
い
て
は
子
守
り
に
非
常
に
大

き
い
時
間
を
費
し
て
い
る
。

　
授
乳
は
子
供
の
月
令
に
よ
つ
て
異
な
る
が
さ
分
前
後
と
見
ら
れ
る
。
回
数
の

三
圃
と
共
に
少
な
い
と
思
う
。

1
世
語
は
■
各
戸
共
大
体
同
じ
く
ら
い
で
約
8
分
前
後
で
あ
る
。
た
だ
寅
＆
の

四
ヵ
月
の
乳
児
の
棋
話
の
時
胤
が
特
に
少
な
い
が
杉
多
忙
な
為
で
あ
ろ
う
か
、
少

し
問
題
で
あ
る
。

入
浴
に
つ
い
て
は
、
風
呂
を
立
て
な
い
署
9
ジ
岩
＆
が
あ
り
、
堵
己
は
貰

い
湯
を
し
て
い
る
。
約
ざ
分
前
後
と
見
て
、
や
や
短
い
感
が
あ
る
。

　
　
二
＾
育
児
と
そ
の
担
当
者
に
つ
い
て

　
第
十
一
表
に
示
す
よ
う
に
竜
考
◎
㎞
の
雇
人
は
子
守
り
の
み
に
使
用
さ
れ
て
い

る
の
で
慈
こ
の
遺
o
分
を
除
い
て
み
る
と
、
最
大
は
曾
祖
母
の
出
o
分
竜
次
が
祖
母

の
8
分
葛
以
下
祖
父
が
8
分
悔
母
が
留
分
養
叔
母
が
む
分
で
あ
り
、
最
少
は

父
の
c
⑪
分
と
な
つ
て
い
る
。
曾
祖
母
が
育
児
に
当
た
る
時
間
は
、
他
の
全
家
族
員

が
こ
れ
に
要
し
た
総
計
よ
り
透
か
に
上
廻
つ
て
い
る
。
帥
ち
育
児
の
主
担
当
者
は
・

老
令
者
定
と
い
え
る
。
両
親
の
育
児
時
間
が
あ
ま
り
に
も
少
な
遇
ぎ
る
。
こ
の
形

態
は
全
国
共
通
の
姿
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
の
担
当
時
間
に
見
の
が
せ
な
い
も
の

が
あ
る
。
帥
ち
育
児
の
経
験
者
に
一
切
を
ま
か
せ
て
安
心
し
て
農
作
業
に
従
事
し

て
い
る
と
も
思
わ
れ
る
。
農
作
業
に
遺
わ
れ
て
、
育
児
に
時
間
が
と
れ
な
い
の
も

事
実
だ
。
叉
子
守
り
は
簡
単
な
作
業
で
老
人
子
供
で
も
ら
く
に
で
き
る
と
の
考
え

も
強
い
と
恩
う
◎

　
　
三
、
観
察
聴
取
に
つ
い
て
　
　
　
畠

　
被
脹
は
、
各
戸
共
嬬
衿
、
綿
入
れ
、
袖
無
し
で
福
下
半
身
を
包
む
も
の
は
な
か

つ
た
。
寅
己
で
は
こ
の
上
に
上
つ
張
力
が
着
せ
ら
れ
て
い
次
。
寒
さ
に
向
つ
て
竜

子
供
は
着
お
く
れ
て
い
る
が
池
寒
む
そ
う
だ
。
母
親
は
活
動
が
自
由
に
で
き
、
洗

濯
に
便
利
な
も
の
が
良
い
と
思
う
が
、
子
守
り
役
の
老
人
は
着
脱
の
容
易
な
和
服
・

を
好
む
傾
き
が
あ
る
、
こ
こ
に
も
両
親
に
多
く
の
育
児
時
聞
を
与
え
た
い
と
思
う
、

お
し
め
交
換
の
回
数
と
下
着
交
換
の
回
数
並
び
に
洗
濯
に
要
し
た
時
間
と
内
容
な

ど
を
考
え
合
わ
せ
て
肌
に
つ
け
る
晶
を
今
少
し
清
潔
に
保
つ
習
慣
を
つ
け
て
や
り
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た
い
と
思
う
。
外
尚
着
は
幾
枚
毛
作
る
が
壱
人
目
に
つ
か
ぬ
拾
し
め
為
下
着
類
惇

布
団
な
ど
に
は
注
意
が
払
わ
れ
な
い
の
が
一
般
の
生
活
意
識
だ
｝
子
供
に
和
服
を

着
飾
ら
せ
て
楽
し
む
大
人
も
相
－
当
あ
る
。

授
乳
は
母
が
家
に
居
る
時
の
み
に
な
さ
れ
る
の
で
為
当
然
回
数
が
少
な
く
な
る
、

農
村
に
母
乳
分
泌
量
不
足
者
数
が
割
合
に
多
い
の
と
、
乳
児
発
育
が
比
較
的
悪
い

の
と
を
考
え
合
わ
せ
て
滝
母
子
に
対
し
て
家
族
の
理
解
と
協
力
が
ぼ
し
い
と
思
ケ
。

離
乳
射
の
食
事
も
考
慮
が
払
わ
れ
て
い
な
か
つ
た
。
目
令
十
一
ヵ
月
の
乳
児
も
、

一
年
ニ
カ
月
の
幼
児
も
母
乳
の
み
で
あ
つ
走
。
能
義
郡
保
健
所
が
、
昭
和
二
七
年

に
発
表
し
た
乳
児
の
発
育
調
査
結
果
を
見
て
も
苫
九
力
月
か
ら
栄
養
状
態
が
悪
く

な
つ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢
　
　
蔭
　
　
嚢

　
長
過
ぎ
る
子
守
り
の
方
法
が
蒐
お
ん
ぶ
め
み
に
傾
い
て
い
る
と
い
う
点
に
間
題
、

が
あ
る
。
歩
行
の
充
分
で
な
い
乳
幼
児
は
憶
終
日
背
負
わ
れ
て
い
る
。
何
故
こ
ケ

し
た
方
法
が
取
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
こ
σ
理
由
と
し
て
は
池
1
．
正
し
い
育
児

の
方
法
を
釦
ら
な
い
で
当
地
方
の
古
く
か
ら
の
習
慣
を
そ
の
ま
ま
行
つ
て
い
る
こ

と
。
2
・
子
守
り
担
当
者
が
老
人
で
あ
る
こ
と
刀
ふ
遊
び
場
と
し
て
の
家
の
内
外
が

不
適
当
で
あ
る
こ
と
、
4
被
眼
及
び
家
屋
が
防
寒
的
に
考
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
｝

ユ
家
庭
内
の
人
的
関
係
の
両
伽
ら
、
農
作
業
に
従
事
し
て
い
る
家
族
に
対
す
る
感

謝
の
現
わ
れ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
一
面
子
守
り
は
休
養
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の

で
、
子
供
を
一
人
で
遼
ば
せ
て
お
い
て
は
、
賞
分
も
遊
ん
で
い
る
の
だ
と
思
い
、

必
要
以
上
に
手
を
か
け
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
賞
分
も
若
人
並
に
働
い
て
い
る
と
い

う
賞
己
満
足
を
得
る
こ
ど
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　
い
す
れ
に
し
て
も
長
時
間
不
自
由
な
状
態
に
お
か
れ
る
事
は
、
■
子
供
に
と
つ
て

氣
の
毒
だ
。
農
村
の
母
子
の
、
為
保
育
施
設
の
必
婁
を
痛
感
し
た
。

入
浴
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
乳
幼
児
め
入
浴
順
位
で
あ
る
。
．

堵
◎
ム
は
父
親
と
初
め
に
入
つ
た
が
滝
そ
の
他
は
母
親
と
共
に
入
つ
走
。
母
親
の
入

浴
順
位
を
考
え
る
時
、
時
間
的
に
も
清
潔
度
か
ら
も
早
く
入
れ
て
や
り
た
い
。

　
最
後
に
子
供
の
屠
間
は
両
親
と
共
に
納
戸
で
あ
る
。
当
地
方
の
よ
う
に
地
理
的

に
叉
気
象
的
に
恵
ま
れ
な
い
土
地
の
納
戸
は
実
に
不
衛
生
的
で
あ
る
。
・
こ
こ
が
子

供
σ
蔵
長
ρ
場
で
あ
る
。
子
供
の
正
し
い
発
育
の
為
に
是
非
暖
か
い
日
光
の
当
た
．

る
室
を
与
え
て
や
り
た
い
。
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
。

一
以
上
調
査
に
現
わ
れ
た
点
よ
り
の
考
察
で
あ
る
が
、
こ
の
外
夜
間
の
母
親
の
育

児
に
相
当
の
間
題
が
あ
ろ
う
と
思
う
。

　
　
　
　
索
竜
む
　
　
す
　
　
び

　
わ
れ
わ
れ
は
ご
の
さ
ふ
や
か
な
調
査
を
通
L
て
、
種
々
の
間
題
を
つ
か
む
こ
と

が
出
来
た
。
勿
論
た
つ
た
一
回
の
調
査
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ち
な
い
。
し

か
し
浮
び
上
つ
た
講
間
題
は
、
今
日
の
日
本
の
農
業
の
諾
問
題
と
切
り
離
す
こ
と

の
で
を
な
い
為
す
で
に
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
講
間
題
で
あ
る
。
印
ち

，
ω
家
事
労
働
が
そ
の
質
に
比
し
て
長
い
特
間
を
要
し
て
い
る
こ
と

　
②
育
児
に
於
い
て
も
子
守
り
に
非
常
に
長
い
時
間
を
婁
し
て
い
る
1
こ
と

　
③
家
募
作
業
に
於
い
て
杜
会
的
協
力
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
一

　
㈱
家
事
労
働
が
主
婦
の
み
な
ら
す
、
家
族
全
員
で
担
当
せ
ち
れ
て
い
る
こ
と

　
⑤
休
養
時
間
の
長
い
割
合
に
池
（
但
し
秋
季
に
於
い
て
）
そ
の
内
容
が
な
さ
れ

　
≒
て
い
な
い

　
こ
れ
等
の
諾
間
題
は
農
業
経
営
形
態
の
改
準
と
表
裏
す
る
も
の
で
あ
つ
て
（
単

な
る
生
活
改
善
や
家
庭
科
致
育
で
の
み
改
善
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
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し
膏
λ
の
立
場
小
ら
、
澗
層
君
一
窒
、
λ
の
解
決
㌻
向
撃
看
鷹
4
亨
一

は
な
ら
な
い
〇
　
　
　
　
一
、
　
　
■
　
　
　
；
　
　
　
』
■
　
－
　
…
　
∵
、
－
，

∵
け
窩
覆
つ
い
て
は
、
労
滴
鷹
堆
劣
さ
、
、
そ
の
無
計
画
さ
と
鷹
の

不
完
余
さ
と
が
網
侯
つ
て
家
事
労
働
を
時
間
的
に
延
長
せ
レ
め
て
い
る
。
勿
論
ご

の
で
と
菰
吾
が
国
農
作
業
形
態
と
、
そ
の
経
済
的
貧
困
さ
と
木
可
分
離
q
麗
尿
に

あ
る
一
。
一
方
に
於
て
、
農
作
業
の
改
善
と
、
他
方
に
於
て
噛
家
庭
生
活
の
改
善
に

つ
と
め
る
以
外
に
、
計
画
性
あ
る
合
麹
．
的
家
事
労
働
を
導
く
道
は
な
い
、

　
本
調
査
に
於
い
で
家
事
労
働
面
と
杜
会
的
協
力
が
認
め
ら
れ
な
ト
、
し
か
し
吾

λ
の
生
活
は
あ
ら
ゆ
合
意
味
に
於
い
て
祖
会
的
協
力
を
要
求
さ
れ
て
い
る
。
共
同

炊
事
、
共
同
浴
場
等
が
時
間
的
に
且
？
経
済
的
に
有
耕
な
こ
と
は
既
に
幾
多
の
事

例
に
よ
づ
て
証
明
せ
ら
れ
て
い
る
。
殊
に
多
大
の
労
働
力
を
必
婁
と
す
る
農
繁
期

に
於
い
て
共
伺
作
葵
に
重
大
な
役
甜
老
も
q
。
全
村
に
於
い
て
砿
ち
既
に
模
働
的
’

な
保
育
所
の
設
置
を
見
て
い
る
が
、
一
般
農
村
に
見
る
「
長
い
育
児
」
時
間
は
共

風
作
業
と
い
う
点
か
ら
も
叉
合
理
的
育
児
と
い
ケ
立
場
か
ら
も
考
慮
さ
牝
ね
ば
な

ら
均
間
題
で
あ
る
。
更
に
共
同
化
は
冶
炊
事
慈
洗
濯
．
㌻
激
縫
等
機
械
化
と
栂
侯
つ

て
共
同
化
す
る
こ
と
も
容
易
で
ぼ
な
か
ら
う
か
。

　
こ
れ
い
む
ぼ
固
の
町
題
ど
表
裏
の
蘭
係
を
虹
ち
、
文
化
的
な
も
の
の
吸
収
こ
そ
も

生
活
憲
徹
を
確
立
し
ぺ
杜
会
化
共
町
化
を
斯
待
す
を
㌻
σ
で
毎
る
。
．
ラ
，
ジ
オ
，
引
，
新

聞
働
読
書
更
に
杜
会
学
級
，
懇
青
年
学
紋
等
の
杜
会
致
育
の
充
実
は
、
学
校
教
育
と

共
に
農
村
へ
薪
し
い
文
化
を
導
入
す
る
手
懸
り
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
良
き
休
養

と
良
き
労
働
は
、
女
化
的
生
活
水
準
の
上
昇
に
よ
つ
て
，
プ
属
そ
の
目
的
を
果
す
よ

う
に
な
1
る
と
思
う
。
　
　
1
　
’
　
　
　
　
　
一
　
　
∴
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
四
の
問
題
は
日
率
の
蕗
業
経
営
が
甥
女
の
労
力
ど
概
特
す
、
る
と
同
心
は
巧
牝
家

事
作
業
に
於
い
て
も
、
勇
女
協
カ
を
容
易
な
ら
し
め
て
い
る
こ
．
と
の
証
拠
で
は
な

か
ら
う
か
、
産
業
め
進
歩
は
生
産
労
働
と
消
費
生
活
と
を
切
り
離
し
液
。
伺
じ
よ

j
㎏
農
業
に
於
い
て
も
農
薬
労
働
か
㌦
婦
人
を
出
来
石
だ
け
解
放
せ
ん
と
し
て
い

る
。
一
し
か
し
吾
序
は
と
の
際
鼻
女
の
分
薬
を
単
に
形
式
的
な
性
別
に
よ
つ
て
識
然

ど
区
別
し
て
は
な
ら
な
い
。
真
実
な
杜
会
に
於
い
て
は
男
女
の
嘗
覚
あ
る
協
力
と

分
業
が
な
ざ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
，
　
■
一

　
塵
か
一
回
の
調
査
で
年
間
を
遼
じ
て
行
は
れ
る
農
村
生
活
全
体
を
推
測
す
る
こ

と
は
誠
に
危
険
で
あ
る
と
思
う
が
、
こ
の
調
査
を
通
じ
て
今
臼
の
日
本
の
農
杖
の

共
通
的
な
問
題
に
数
理
的
な
裏
附
け
竜
得
た
七
と
は
、
將
来
の
脊
！
の
研
第
に
大

仏
な
る
プ
ラ
ス
で
あ
る
◎

　
（
附
記
）
，

　
　
本
調
査
を
な
す
に
当
，
つ
て
御
指
導
御
援
助
を
頂
い
た
溝
上
教
授
喝
調
査
村
の
村
長
初
め

　
　
興
農
会
ψ
坊
今
、
同
村
高
等
掌
校
の
諸
先
生
一
並
ぴ
に
案
地
調
査
を
し
て
下
さ
つ
允
家

　
・
政
班
の
学
生
沢
井
和
枝
、
川
上
俊
子
、
大
阪
美
保
子
畷
、
織
貴
久
枝
、
苑
木
道
江
鬼
土
屋

　
　
光
枝
、
山
固
道
子
、
浅
野
拳
子
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
を
申
上
げ
ま
す
。

sokyu



108

（第九表） 各戸育児時間表
農家番号

月　令 子　　　守 授乳 世誘 入浴 合　　計 家族数 備　　　考

ハb．1 1隼10ゲ月
　484％93％ 2

6
5
％

ユ
　
0
2
％
，

520100％

7 2夫婦と老母

ハb．2
3才Hケ月 35880％

7
4
1
6
％

1
　
8
－
4
％

　
　
／
／

4　50工OO％

9 2夫婦と老母

ハb．3
4才1年2ケ月

（73ヱ）重なり　8　2　55％
1
　
8
1
2
％

4
2
2
8
％

8
5
％

（731）重なり　工　50　100％

8
．2夫婦

ハb．4 1年10ケ月
1　O・974％ 3

2
％

星
9
2
0
％

7
4
％

りg・ユ00％

5 夫婦と老父．

ハb．5 4ケ月
で540）負う　3　7　93％

3
5
6
％

　5．ユ％： もらい湯 （540！負う　7　　7　100％

4
夫編と日申のみ子守娘

合計

　10701㎞）激雲（73且）重なり　85．5％

1
3
0
7
．
％

1
2
0
6
．
3
％

2
　
5
1
．
2
％

1
3
4
5
（
1
8
8
5
）
（
7
3
1
）
1
0
0
％

平　　　均 323． 42 24 8、 377
（第十表） 婦人労働力の大小2群の育児時間表

農家番号

子　守 授　乳 ＾世　誘 入　浴 合　討
ハ伽、1

484 星6 1O 520
A 挑．2 35ポ 74 工・8 450

ハb．3
（73工）8　星

1　8 4’蟹 8
（731）150

合訣 924 ’92 86 ヱ8 ヱエ20

平均 308 46 蟹9 9 373
ハ伽．4 工09 3 29 7 ユ48

B
ハ伽。5

582（540）負う

35
617（540）負う

合計 691 38 ‘星9 7 765
平均 345 1　9 蟹9 7 382

sokyu
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家族別育児時間〔第十表〕

子僕との
続　　柄

祖

母

農家番号

N0曲1
N◎。2

No．3

計合浴話世乳授守

5252
62

（2
7
）

3
（287）

207
　69

12

6　0

（287）重なり

　　81
（287）

193
　64

41合計

平均
NOむヱ

7

s93 19374
2675262

636
3ヱ8

No苗2
合計
平均

曾
祖
母

660
330

42
21

Noむユ 25 15 10 50
No．2 ユ1 74 11 96

母
No的3 2脳（重なり） 23 24

（284）47

NO芭4 5 3 18 26
No．5 34 35 5 74．

”な
3
8

重
9
5

火
2

280
　
　
0

1
　
　
1

37135

5ユ43

284（重なり）

　　75
284（重なり）

　　15

合計

平均

20工8N⑰邊1

ヱ00
－
91

9
・N⑪．4

祖
父

120
　60

1lユ09
555

合計
平均

No邊1 55

160（重なり）（160）重なりNoも3

2373ユNO．4

No，5

父

（160）重な：り

　　31
　　　8

7
　
　
7

3
　
3

160（重なり）

　21
7

合計
平均

No乱2 2525
No. S 
A+~: 

~F 

~'-･'-'･=･+ 

" 
~~~ 

叔
母

6226
3131

540540No，　5雇
人

sokyu




